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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、消費税増税後の個人消費持ち直しの遅れや円安による原材料コ

ストの増加等の要因の一方で、日銀の金融政策および消費税再増税の延期決定によるマインドの改善や円安、原油安

による企業収益の回復が期待され、全般として緩やかな回復基調が持続しました。

当社の主力市場である首都圏マンション市場におきましては、建築費上昇による販売価格の上昇が続いていること

から、契約率が下落しております。また、供給戸数が減少しているにも関わらず在庫数は上昇しており、市場には減

速傾向がみられます。

このような環境下、当社グループにおきましては本業であるマンション分譲事業に注力いたしました。個別業績に

おける不動産販売は好調に推移しており、通期不動産売上高目標に対する進捗率は売上高と契約残高を合わせて

98.9％を確保するとともに、翌期引き渡し物件の契約残高248億16百万円を積み上げることができました。

この結果、当社グループの当第３四半期連結累計期間における業績は、売上高351億42百万円（前年同四半期比

38.8％増）、営業利益32億63百万円（同17.6％増）、経常利益27億82百万円（同42.9％増）、四半期純利益22億10百

万円（前年同四半期比44.4％増）となりました。

 

セグメント別の業績は次のとおりです。

① 不動産販売事業（マンション等の開発分譲）

不動産販売事業におきましては、新規竣工物件の引渡しに加えて、前期末在庫の販売が順調に進んだことやオ

フィスビルの売却を行ったことから、売上高は310億73百万円（前年同四半期比49.0%増）、セグメント利益31億

62百万円（同36.7%増）となりました。

 

② 不動産賃貸事業（不動産賃貸及び付随業務）

不動産賃貸事業におきましては、オフィスビル３棟を売却したことから、売上高は8億32百万円（前年同四半

期比32.5%減）、セグメント利益2億85百万円（同48.3%減）となりました。

 

③ 不動産管理事業（マンション等の総合管理サービス）

不動産管理事業におきましては、売上高は30億49百万円（前年同四半期比2.9%増）となりましたが、経費増に

よりセグメント利益3億21百万円（同8.8%減）となりました。

 

④ その他

その他事業におきましては、売上高1億86百万円（前年同四半期比27.3%減）、セグメント利益15百万円（前年

同四半期はセグメント損失1百万円）となりました。

 

（２）財政状態に関する説明

（資産）

当第３四半期連結会計期間末における流動資産は306億20百万円となり、前連結会計年度末比145億69百万円減少

いたしました。これは主として、支払手形及び買掛金の決済に伴い現預金が34億40百万円減少したことや、不動産

販売の進捗により販売用不動産が116億18百万円減少したことによるものであります。オフィスビル１棟の売却等

により、固定資産は前連結会計年度末に比べ27億74百万円減少いたしました。

この結果、総資産は前連結会計年度末比173億44百万円減少し、396億71百万円となりました。

 

（負債）

流動負債は、支払手形及び買掛金が20億25百万円減少したことや１年内返済予定の長期借入金が118億42百万円

減少したことなどから、前連結会計年度末比147億20百万円減少し、185億28百万円となりました。固定負債は、プ

ロジェクトの終了や固定資産等の売却に伴い長期借入金が41億18百万円減少したことにより、前連結会計年度末比

47億32百万円減少し、42億51百万円となりました。

この結果、負債合計は前連結会計年度末比194億53百万円減少し、227億80百万円となりました。

 

（純資産）

純資産は、四半期純利益22億10百万円の計上により、前連結会計年度末比21億9百万円増加し、168億91百万円と

なりました。

この結果、当第３四半期連結会計期間末の自己資本比率は、前連結会計年度末比16.7ポイント上昇し、42.6%と

なりました。
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（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

連結業績予想につきましては、平成26年11月７日付け決算短信で公表いたしました通期の連結業績予想に変更は

ありません。

 

２．サマリー情報（注記事項）に関する事項

（１）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

会計方針の変更

（退職給付に関する会計基準等の適用）

「退職給付に関する会計基準」（企業会計基準第26号 平成24年５月17日。以下「退職給付会計基準」とい

う。）及び「退職給付に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第25号 平成24年５月17日。以下

「退職給付適用指針」という。）を、退職給付会計基準第35項本文及び退職給付適用指針第67項本文に掲げられた

定めについて第１四半期連結会計期間より適用し、退職給付債務及び勤務費用の計算方法を見直し、退職給付見込

額の期間帰属方法を期間定額基準から給付算定式基準へ変更、割引率の決定方法を平均残存勤務年数に基づく割引

率から単一の加重平均割引率へ変更しております。

退職給付会計基準等の適用については、退職給付会計基準第37項に定める経過的な取扱いに従って、当第３四半

期連結累計期間の期首において、退職給付債務及び勤務費用の計算方法の変更に伴う影響額を利益剰余金に加減し

ております。

この結果、当第３四半期連結累計期間の期首の退職給付に係る資産が49百万円増加、退職給付に係る負債が12百

万円減少し、利益剰余金が44百万円増加しております。なお、当第３四半期連結累計期間の営業利益、経常利益及

び税金等調整前四半期純利益への影響は軽微であります。
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３．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(平成26年３月31日) 
当第３四半期連結会計期間 

(平成26年12月31日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 9,762 6,321 

受取手形及び売掛金 181 81 

販売用不動産 13,250 1,632 

仕掛販売用不動産 19,295 20,170 

営業貸付金 1,180 1,204 

繰延税金資産 848 565 

未収還付法人税等 85 94 

その他 595 556 

貸倒引当金 △9 △5 

流動資産合計 45,190 30,620 

固定資産    

有形固定資産    

建物及び構築物（純額） 2,889 2,216 

土地 7,677 5,487 

その他（純額） 98 103 

有形固定資産合計 10,665 7,807 

無形固定資産    

ソフトウエア 29 20 

その他 42 41 

無形固定資産合計 71 61 

投資その他の資産    

投資有価証券 29 29 

繰延税金資産 55 23 

退職給付に係る資産 201 268 

その他 875 934 

貸倒引当金 △73 △72 

投資その他の資産合計 1,088 1,182 

固定資産合計 11,825 9,051 

資産合計 57,015 39,671 
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    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(平成26年３月31日) 
当第３四半期連結会計期間 

(平成26年12月31日) 

負債の部    

流動負債    

支払手形及び買掛金 5,430 3,404 

短期借入金 3,815 1,935 

1年内返済予定の長期借入金 21,609 9,767 

未払費用 132 129 

未払法人税等 62 11 

前受金 919 1,977 

賞与引当金 150 47 

役員賞与引当金 23 20 

その他 1,106 1,235 

流動負債合計 33,249 18,528 

固定負債    

長期借入金 7,946 3,828 

役員退職慰労引当金 242 142 

退職給付に係る負債 136 133 

その他 658 147 

固定負債合計 8,983 4,251 

負債合計 42,233 22,780 

純資産の部    

株主資本    

資本金 3,537 3,537 

資本剰余金 5,395 5,395 

利益剰余金 6,847 8,978 

自己株式 △1,027 △1,027 

株主資本合計 14,753 16,883 

その他の包括利益累計額    

退職給付に係る調整累計額 29 7 

その他の包括利益累計額合計 29 7 

少数株主持分 － － 

純資産合計 14,782 16,891 

負債純資産合計 57,015 39,671 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第３四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第３四半期連結累計期間 
(自 平成25年４月１日 

 至 平成25年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 
 至 平成26年12月31日) 

売上高 25,310 35,142 

売上原価 17,893 27,186 

売上総利益 7,417 7,955 

販売費及び一般管理費 4,642 4,692 

営業利益 2,774 3,263 

営業外収益    

受取利息 0 0 

違約金収入 4 17 

助成金収入 48 35 

貸倒引当金戻入額 18 5 

その他 23 26 

営業外収益合計 95 85 

営業外費用    

支払利息 838 419 

控除対象外消費税等 75 144 

その他 8 3 

営業外費用合計 922 566 

経常利益 1,947 2,782 

特別利益    

投資有価証券売却益 30 － 

特別利益合計 30 － 

特別損失    

固定資産除却損 0 0 

固定資産売却損 － 218 

特別損失合計 0 218 

税金等調整前四半期純利益 1,978 2,563 

法人税、住民税及び事業税 48 42 

法人税等調整額 398 310 

法人税等合計 446 353 

少数株主損益調整前四半期純利益 1,531 2,210 

少数株主利益 － － 

四半期純利益 1,531 2,210 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第３四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第３四半期連結累計期間 
(自 平成25年４月１日 

 至 平成25年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 
 至 平成26年12月31日) 

少数株主損益調整前四半期純利益 1,531 2,210 

その他の包括利益    

退職給付に係る調整額 － △21 

その他の包括利益合計 － △21 

四半期包括利益 1,531 2,188 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 1,531 2,188 

少数株主に係る四半期包括利益 － － 
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第３四半期連結累計期間（自平成25年４月１日 至平成25年12月31日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

          （単位：百万円） 

  報告セグメント 
その他 
（注） 

合計 

 
不動産販売 

事業 
不動産賃貸

事業 
不動産管理 

事業 
計 

売上高            

外部顧客への売上高 20,854 1,234 2,964 25,053 256 25,310 

セグメント間の内部
売上高又は振替高 

－ 121 38 159 962 1,122 

計 20,854 1,355 3,003 25,213 1,218 26,432 

セグメント利益 
又は損失（△） 

2,313 552 353 3,218 △1 3,217 

（注）「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、住設企画販売事業等を含ん

でおります。

 

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の

主な内容（差異調整に関する事項）

（単位：百万円）
 

利益 金額

報告セグメント計 3,218

「その他」の区分の利益 △1

セグメント間取引消去 △20

全社費用（注） △422

四半期連結損益計算書の営業利益 2,774

（注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費等であります。

 

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。
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Ⅱ 当第３四半期連結累計期間（自平成26年４月１日 至平成26年12月31日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

          （単位：百万円） 

  報告セグメント 
その他 
（注） 

合計 

 
不動産販売 

事業 
不動産賃貸

事業 
不動産管理 

事業 
計 

売上高            

外部顧客への売上高 31,073 832 3,049 34,955 186 35,142 

セグメント間の内部
売上高又は振替高 

－ 132 39 171 1,246 1,417 

計 31,073 964 3,088 35,126 1,433 36,559 

セグメント利益 3,162 285 321 3,769 15 3,785 

（注）「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、住設企画販売事業等を含ん

でおります。

 

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の

主な内容（差異調整に関する事項）

（単位：百万円）
 

利益 金額

報告セグメント計 3,769

「その他」の区分の利益 15

セグメント間取引消去 △42

全社費用（注） △479

四半期連結損益計算書の営業利益 3,263

（注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費等であります。

 

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。
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